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論 文 内 容 の 要 旨


























帝国国制の構造を規定す る重要な要素であると思われる。本稿においては、この 「皇帝 とライヒ」
の分離をひとまず考察の前提に置 き、政治的観点に問題を限定 して、近世の帝国の体制にっいての




紀初頭か ら始まる帝国改造の発端をなしな問題で もあり、中世後期 ・近世の帝国の政治秩序形成の
問題の核心は、まさにこの平和(ラ ントフリーデ)の問題 と言 っても過言ではない。この平和(ラ
ントフリーデ)の問題の中に、中世後期 ・近世帝国の政治秩序のあり方が最 も端的に現れているめ
である。

























害に副った組織として整備 した ことを示 している。
第3節 「帝国財産」 においては、15世 紀初頭以降の相次 ぐ大規模な戦争の費用調達の方法を検
討 した。傭兵を主体 とし、鉄砲 ・大砲といった火器の使用が普及 しつっある当時の状況の中で、 こ








がす危険性を秘めていた。 レー ン制原理の下での既存の身分制秩序を壊 してまで、戦費の調達をは




帝国台帳 は体裁 としては伝統的な兵員台帳の形式をとりながら、実際の運用 において兵員を金納化

















る特定の等族が繰 り返 し委員会に出席 していること、そして委員会の中で数の上で諸侯の占める比
重が大きいことが分かる。一部の等族、それも有力な諸侯が中心になって、帝国議会の実質的な審
議が行われていたことが分かる。また、 この等族合同委員会は、選帝侯の伝統的な優位性を脅かす
ものであった。選帝侯だけで分離 して審議を行 っていた従来の三部会制とは異なり、 この等族合同























を平和破壊防止 に関する規定 とし、後半(56～103条)をクライスに関する規定 と考えた。前半部







で4個 の近隣のクライス長官に援助を要請することがで きる。 クライスは合同の会議を開いて対応
を協議 し、事件に対処す ることになる。この計5個 のクライスの力でも不十分な場合、クライス長
官 はマインッ選帝侯に報告 し、マインッ選帝侯は16名の等族から成る帝国代表者会議を召集 し、事
件への対応を協議する。更にこの10個全てのクライスの力をもってしても事件に対応することがで






個々のクライスに対する皇帝の権限は何 も認め られなか った。




としては、 クライス会議 と軍事評議会がある。クライス会議は、 クライス等族全員からなる議会で、
クライスの最 も重要な決議機関であり、軍事評議会は、長官 と補佐官から成 り、有事の際に対応の
協議を行 った。 このように1555年の帝国執行令によって整え られたラントフリーデの体制が、実際
にどのように機能するのかについて、以下第3章 において検討する。























る。16世紀末の激 しさを増 した対'トルコ戦争に対 して皇帝は、1555年の執行令において防衛の任務
を与えられていないクライスを、帝国援助の提供の基本単位 として利用 したのである。 この際クラ








互に協力 しなければ生き抜 くことができなかったことを示 している。単独でラントフリーデの問題
を対処することができる程に強力な帝国等族が、未だ存在 していなかつたのである。1555年から16
48年においで、 ラントフリーデ体制は、基本的には帝国等族の相互協力の上に成 り立 つていた。 こ
の体制の中でクライスは、帝国等族の相互協力の基本単位として機能 しておわ、 ラントフリーデに
とってきわめて重要な役割を果た した。 しかしこのラントフリーデの体制の中で皇帝もまたζ.重要




基本単位 として活用 した。 このようにクライスは、帝国等族の相互協力の基本単であるとともに、
皇帝が求める皇帝援助を提供する際の基本単位で もあった。




ち、ある程度制度化された身分制的な政治共同体にまとまったと言 うことができる。 しか しかかる
ライヒは、皇帝権を排除 し、またそれに敵対するような体制では決 してなかった。皇帝の伝統的な
権威は生き続けており、また諸侯の利害 と相容れぬ中小の帝国等族は、皇帝を自分たちの保護者と











このように近世の帝国の体制を、皇帝 とライヒの協調 と相互依存の関係の上に成 り立っ連邦的 ・
普遍的秩序か らなる体制と捉えることにより、近世の帝国が果たした政治的意義の検討への新たな
展望が開けて くるのではないだろうか。本稿の結論 は、 このような帝国史研究の展望の確認に尽 き
るのである。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、「序」 にっつく全三章および 「結語」からなり、まず 「序」 において研究動向の概観
と課題の設定を行 う。即ち論者は近年の諸研究にみられるヨーロッパの絶対主義諸国家における身
分制的編成の重視の傾向に注目しつつ近世 ドイツ帝国国制の研究動向を概観 し、すすんで15世紀初
頭以降皇帝の 「帝国改造」計画に由来 して一般に用いられるにいたった 「皇帝 とライヒ」というフォ






(クライス)に分け、各クライスに分属する等族によって 「平和破壊」を抑止す る組織で、 当初皇
帝のイニシアティヴのもとで推 し進められてきたが、皇帝権の伸張に反対する有力な等族がこれを
阻み、代わって彼 らは自らの主導で集権的中央機関たる帝国統治院の創設に向う。 しかし皇帝と有
力等族との対立的な関係のなかで両者 はそれぞれの目的を実現 し得ず、その間に起こる 「平和破壊」























としての機能が不可欠となっていく。この状況を、論者は皇帝 とライヒとの 「相互依存 ・協調の体
制」への展開として把握する。
「結語」において、論者 は15世紀初頭の帝国改造計画以降明 らかとなる二元的 ・対立的な皇帝 と





以上のように本論文は 「平和」維持機構の生成 ・発展を軸として近世 ドイッ帝国における皇帝と
ライヒとの動態的な関係を明 らかにして従来の帝国国制像に修正を加えたが、その論旨は十分に説
得的であり、当該分野についての今後の研究の発展に寄与するところ少なくない。
よって本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与 されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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